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ÅわSを訂aeを:Stableisotopeanalysisprovidesimportantpaleodietinformationaboutpre-
historicpeople.Carbonisotoperatiosallow differentiationofmarineandterrestrial
sources,andnitrogenisotope ratiosindicatethetrophiclevelintheecologicalfood
cllains.

AllthellulnanSkeletalsalllPlesbrisotopicanalysisdiscussedintllispaperwere
collectedbyDepartmelltOfAnatomy,FacultyofMedicine,KyuslluUnivel.Sity･Fortlle

EarlyKohunperiod,llhumanskeieta且sampieswereanalyzed,from theKusaba2
Site,tlleTel●aSlli111a〔ist,tlleNagaillama〔ist,tlleTaniguchiKohun,andtllelwaya
Cist.FortheMiddleKohunperiod,atotalof10sampleswereanalyzed,from theUto
No.3KolltlIISite,tlleRojiKollull,tlleTeraya】lla〔ist,theSIlimoyaIⅥaKollunalldtlle

JoNo･2Kohun･FortheLateKohunperiod,atota且of18sampleswereanalyzedfrom
theUenoharuTunnelTomb,theTakenami site,theJuichiyikoanaTunnelTomband
theHouolljiNo･4Kohun.OIleSal-lPlefronttlleOgomorisite､＼′asofullknowndate.

About1gofb｡IleSalmPlewascruslledto1n11110rlessanddecalcifiedwith0.2N
HCl.Theresiduewasheatedaも60℃,atpH 3inHC且so旭iomtodenaturethecol且agen
andrecoveritasgelatin･About10mgoffreezedriedextractedcollagen,Orgelatin,
werecombustedfor2hourstoobtainCO2gas,ate地er520℃ inPyrextubesor900℃
inquartztubesIPurifiedCO〕gasSampleswerelneaSuredonaVarianMATCH7massI

spectrometeratもheLaboratoryofGeochemistry,FacultyofScience,NagoyaUniversi-

ty.615NmeasurelnentSforthecollagensamplesweredonebyShokoTsushouLtdl.us-
ingaFinneganMATdeltaFmass-speLlrometry･

KohunpeopleiIIKyushusllOWedcomparativelynarrowvariationsinboth 占13Cand
815Nva且ues,between-16.9and-23.30/oofor613C,andbetween8.7and14.50/Oofor615N

values.Relationshipbetween '511ミC-615NdistributiollSandlocationsofthesites(Fig.4-1)
wascleal一,il一tllattlleSalllPlesfrolllcoastalsitesIladlligllel~Valuesforbotll813CaIld6
15N values,suggestinganincreaseinrelianceonaquaticfoodresources.Chronological
deferencesin 813C-815N distributions(Fig.4-2),wheresamplesweredatedtoEarly,

MiddleandLateKohunperiods,werenotclear.Socialstatusdifferencesweremanifest
inthreecategories,withhigherranksbeingfoundinKey-shapedKohuns,1niddleranks
foulldinroulldol-Square-SllaPedKollunSalldlowerrallksfoulldil一tlletunneトtonlbs
(Fig.4-3).Samples from thehigher-rankskeletonsfellinthemidd且eofthe 813C-815N
ranges,samples from themiddle-rankskeletonswerescatteredinthelowerrangesof
theboth 占13Cand 815N values,suggestillgahigherrelianceonliceorterrestrialplants.
Samplesfrolntlle lower-lankskeletonsgenerallyhadhigher'Slll'Cvalues,howeverthey
s1-owedtwogroups of 815N values:Samplesfrom theJuichiyokoallaTunneltombsite

hadhigher∂13C va且ues andlower∂15Nvalues,suggestingthepossibilityofC4plantsin
theirdiet.Others had higher 6-5N valuessuggestingal一increaseofaquaticfoodre-
SOllrCeS.

A correlation between 613C-615Ndistrib血onsandstatureformaleskeletons(Fig.5)
wasseen,in thatthe individualsofgreaterstaturewerelowerinboth 813C and 615N
values.
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1。はじめに

　炭素・窒素の安定同位体は，通常の炭素12Cに対する同

位体の13C，および通常の’4　Nに対する同位体の15Nをさす．

安定同位体は放射性同位体とは異なり，時間が経過しても

変化しないため，自然界の物質循環のトレーサーとしてよ

く用いられている．たとえば動物の体は基本的には食物か

ら合成されるので，動物体の安定同位体比は食物の値に近

似しており，その動物が何を食べていたかという食性分析

に適用されている（DeNiro，M．」．，＆S．Epstein，1978）。

　各試料の測定値を表すのに使われる炭素安定同位体比

（δi3　C）は，世界共通のPDB（PeeDee層産出のBelmRite

という化石）を標準試料として，その同位対比（i3　C／12C

＝0．0112372）からの千分偏差として次のように表示される．

6，3c　（，／，，）　．．　E’12＝Zgs｛！mE！s｝＝lif2　illESI－ptlg｝［1ggLC／i2C　sampie　wwi3C／’2C　standard　×　iooo

　　　　　　　　　　　i3　c　／i2　C　standard

　一一方窒素安定同位体比（δ’5N）は，大気（AIR）を標

準試料として，その同位対比（0．0036765）からの千分偏

差として次のように表示される。

　　　　　　　　isN／i‘N　sample　一isN／i‘N　AIR
　6isN（O／ea）　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　looe
　　　　　　　　　　　isN／i4N　AIR

　炭素安定同位体比δ13Cの値（図1）は，一一次生産者の

δ’3　Cが陸上植物と水産生物との閤で大きな差をもつのが

特徴で，通常の森林植物やイネ・コムギなどのC3植物（代

表値一26．5％・），トウモuコシやヒエ・キビ・アワなどの雑

穀を含むC4植物（代表値一13．5％・），珪藻や海洋プランク

トンなど海洋一次生産者（代表値一19．5％・）とそれぞれ特

有の値を示す（McConnaughey，　T．，　a船　C．　P．

McRoy，1979）．このようなδ　’3c値の大きな違いは，捕食

者のδユ3C値を指標にした食性分析に有効である。またそ

れらを混食した場合には，それぞれの生態系起源の食物の

割合にしたがい比例配分した値：をとる（Chisholm，：B．　S。，

D．　E．　Nelson，　and　｝1．　P．　Schwarcz，1982；　Chishoim・

小池・中井，1988）．

　δ13Cによる食性分析は，このような動物のタンパク質

が食物のアミノ酸などから生成され，したがってその個体

のタンパク質のδi3C値が食物中のタンパク質のδ13C値に

近似することを応用したものである．δ13C分析は微量で

測定でき，先史時代の人骨の場合には分析材料として骨中

コラーゲンが用いられる．人骨コラーゲンのδ13C測定値

から食物の平均δ13C値を推定するには，栄養段階による

＋i％・の差とコラーゲン（ゼラチン）による＋3．5％・の差を

合わせた＋4．5％・を補正値として算定される（Chisholm，

1986　）．

　一方，窒素の場合には，土壌内の窒素化合物が吸収され

て植物体の窒素原料になるため，植物のδ15N値の変動は
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主として土壌δ’5N値に対応しているといわれている。そ

の土壌δ15N値は窒素固定植物や脱窒生物の有無によって

左右され，一般の高等植物のδ’5N値は一2％・～＋5％・と，

大きな変異を示す（米山，1987）。δ’5Nは，食物と捕食者

の間のδ15N値の差，いわゆる栄養段階によるδ15N値：の分

別が大きいのが特徴で，おおよそ4～5％・といわれている

（Wada，　E．　1980；　Minagawa　M．　＆　Wada，　E．，

1984）．したがって海洋哺乳類などの高次生産者は高い

δ’5N値をもつと考えられ，より高次の生産者を保有する

生態系，つまり生物多様性の指標になりうると考えられる

（Koike，　H．　1995）．

　九州大学医学部解剖学教室では金関丈夫教授ならびに永

井昌文教授によって西日本各地から発掘された人骨が多数

収集され，鋭意研究されてきた（永井，1988）．これら九

州出土人骨標本のうち保存状態の良好な個体について，遺

跡数の多い古墳時代人骨を中心として分析する機会を得た

のでその結果を報告したい。

6　15N

　　15

e　Leaves
口　Anirnal

e　Diatern

10

5

o

高次生産者

　　　　C3生態系

　　　　　魚類
m　kti”

海洋生態　　C4生態系

一3　5 一3　0 一2　5 一20 一1　5

6i3C

pa　3　陸上動植物および海産生物のδi3C・δ’5N分布

Fig．1　6”3C　＆　6isN　distributions　of　terrestrial　and

　　　marine　ecosystem

2．分析人骨

一1　e

　九州大学医学部解剖学教室において保管研究されてきた

古墳時代人骨から，保存状態の良好な個体について，骨片

2～3gを分析試料として譲り受け，コラーゲンを抽出し

てδ13C・δ15N値を測定した．今回分析した古墳時代人骨

を表1に，また分析対象遺跡の位置を図2に示す．

　古墳時代前期に属する古墳時代人骨の中でδ13C値を測

定した人骨は，草場第二遺跡5個体・寺島5号石棺3個

体・谷口古墳1個体・岩屋石棺1個体・長井浜石棺1個体
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の計21個体で，そのうちδ15N値を測定した人骨は，寺島

5号石棺1個体・谷口古：墳1個体の2個体である．

　古墳時代中期に属する人骨としては，宇土3号：墳4個

体・老司古墳2個体・寺山石棺2個体。下山古：墳1個体・

：城2号：墳1個体の計10個体についてδ13C値を測定し，そ

のうち宇土3号墳3個体・老司古：墳2個体・寺山石棺2個

体の計7個体についてδ’5N値を測定した．

　古墳時代後期に属する人骨としては，上ノ原横穴群10個

体・竹並遺跡3個体・十一一横穴4個体・法恩寺4号墳1個

体および時期不明のオゴモリ遺跡1個体の計19個体につい

てδ13C値を測定し，そのうち上ノ原横穴群3個体・竹並

遺跡3個体・十一横穴3個体の計9個体についてδ15N値

を測定した。

　分析人骨に関する年齢・性・推定身長などの人類学的情

報，および埋葬形式・伴出遺物などの考古学的情報は，九

州大学医学部解剖学教室が編集した「日本民族・文化の生

成」の個人骨出土遺跡一覧表（永井，1988）を引用した。

3．分析方法

　出土人骨資料から肋骨など骨破片2～3gを分析試料と

して提供受けた。その人骨試料を，土壌や毛根などを取り

除きながら1㎜以下に粉砕した。0．2NHC1溶液を加え，

脱灰液が着色しなくなるまで人骨試料を脱灰し，得られた

表1　九州古墳時代人骨のδ13C・δ’5N値

Table．1　6i3C　＆　s”5N　vaiues　for　the　Kohun　hurnan　skeletons　from　Kyushu　area．

遺跡名 分析番号 人骨番号 性 年　齢 身長（c磁） δ13C（％。） δ15N（％。） 時　　代 埋葬形式 副　葬品 参　考　文　献

長井浜贋棺 三868 女性 成年 一23．3 弥生末～吉墳時代 箱式石棺 不明

蕊場第2遺跡 1818 8－2 女性 成年 一20．0 古墳時代前期 方形周溝墓（石棺） 鉄族・刀・玉壷 ±肥・田中・永井（1986b）

1819 8－3 男性 熟年 一20．0 古墳時代前期 方形周溝墓（石棺） 鉄族・刀・玉類

1823 32－2 不明 成人 一20。4 古墳時代前期 方形周溝濃く石棺） 鉄片・櫛

1824 32－3 諸脛？ 成年 一22．1 古壌時代前期 方形周溝蓬（石棺） 鉄片・櫛

1825 35 男性 成年 一22。7 古墳蒋代鳶期 方形周溝墓（石棺） 鉄族・剣

寺島5号石’棺 1852 A－1 女性 老年 一21．0 古墳時代箭期 方形周溝墓（石棺） 剣・土師器 二歪二薄巴　●　巨魁申　．永井　（1986c＞

1853 A－2 男性 熟～老年 一18．8 14．5 古墳時代煎期 方形周日溜（石棺） 剣・土師器

1855 A－4 不萌 小児 一19．3 古墳時代前期 方形周溝墓（石棺） 剣・土師器

谷口古墳 1867 男性 成年 一2G．4 13．8 4C末～5C初頭 前方後円墳石室 剣・管玉

岩屋；蒼棺 1871 男性 成年 一18．4 古墳継代前期 箱式石棺 不明 永井（1982）

宇土3号墳 1843 1－1 男性 成年 163．5 一22．1 11．2 5C後半～末 小円墳石棺 鉄製品・玉類 土月巴・旺1中　・永井　（1986a）

1844 レ2 女性 成～熟第 一21．5 11．6 5C後半～末 小円墳石棺 鉄製品・玉類

1845 2－3 女性 熟年 一23．3 5C後半～末 小円墳石棺

1847 2－2 女性 成年 14L9 一21．3 12．2 古墳蒔代中期 小円墳石棺 鉄製品・玉類

老司古墳 1856 2－1 男性 成～辻三 一20。1 12．5 5C初頭 前方後円壌石室 鏡・剣・鉄族他

1858 4－2 男性 成年 161．2 一19，6 12．7 5C初頭 前方後円墳石室 装身具・農具他

寺山石’棺 1862 1－2 男性 熟年 一20．6 9．0 古填時代中期 大円墳？ 剣・掛子・櫛他

1863 2 男性 成～熟年 一21．3 9．0 告墳時代中期 大円墳？ 剣・刀子・櫛他

下山古墳 1865 2 女性 老年 一工7，9 5C前半 前方後円墳石室 刀・剣・刀子他

城2号墳 1866 男性 成年 一18．2 5C申繧 円墳石C室 剣・玉類・鉄族他

上ノ原横穴群 849 12－2 男性 成人 158．0 一17．8 6C前単 横穴墓B型 土肥他（1984＞

850 9 男性？ 成人 157．4 一18．5 6C後半 横穴墓A型 鉄族

851 5 舅性 成人 159．0 畦8．0 16．G 5C後半 横穴墓A型 鉄族・刀

853 25－1 男牲 熟年 一18．2 5C後半 横穴墓C型 鉄族・鉄剣

854 25－2 ？ 子供 一16．9 5C来 横穴墓C型

855 25－3 女性 成年 畦8．2 5C束～6C初頭 横穴墓C型

856 52 男性 成年 一17．9 13．6 5C後半 横穴墓C型 鉄族

857 50 男性 熟年 158．6 一17．9 11．7 5C後半 横穴墓C型

858 48 男性 熟年 157．1 一18．4 5C後半 横穴墓C型 鹿角製品

859 27 男性 成年 一18．1 6C前半 横穴墓C型 須恵器

竹並遺跡 ！828 G－10－3 女性 熟年 一19．9 13．1 7C中頃 横穴墓C型 永井・木村（1979）

1830 G－48 男性 熟年 164．1 一21，3 11．6 6C中頃 横穴墓C型

1831 G－7臣2 不明 成人 一20．7 10．2 6C末 横穴墓C型

十一横穴 1839 1－G 女性 成人 一20．1 6C後半～末 横穴墓C型

1840 1一蚤｛ 女性 成人 一19．9 9．1 6C後半～末 横穴墓C型

1841 レK 男性 成年 48．4 8．7 6C後半～末 横穴墓C型

1842 1－L 女性 成年 一18．2 8．7 6C後塁～末 横穴墓C型

法恩寺4号墳 1870 不明 不明 一20．8 古墳時代後期 円墳 鏡・玉類・鉄族他

オゴモリ遺跡 1851 C2－B 不明 不明 一21，1 ？ 方形周溝墓（石棺） 鉄製品・玉類
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図2　分析対象遺跡の位置

Fig．2　Locations　of　archeelogical　sites　analyzed

コラーゲン蛋白を凍：結乾燥し保管した。

　得られたコラーゲン蛋白が褐色に着色して土壌や腐植の

混入が考えられる場合には，スクリュウ管に試料を入れ少

量の0．2NHC豊を加えて密栓し，60℃で10時間以上加水分

解し，コラーゲン蛋白をゼラチン化して固形物をとりのぞ

き精製した．

　そのコラーゲンあるいはゼラチン試料約1emgと酸化第二

銅（線状）約1gを真空封入し，520℃で2時間燃焼し，　CO2

ガスとした。このCO2ガスを真空ライン中で精製し，名

古屋大学理学部地球科学教室のVariaR　MAT　CH7型同

位体質量分析機でδ13C値を測定した．

　δ’5Nの測定は，コラーゲンあるいはゼラチン試料約20

mgと酸化第二銅（線状）約1gを真空封入したサンプル管

を，900℃で2時間燃焼し，真空ライン中でN，ガスをCO2

ガスと分離精製し，昭光通商のFineggan　MAT　deltaF

型質量分析機でδ15N値を測定した。

4。古墳時代人骨のδi3C・δ15N値測定結果

〈古墳時代前期〉

長井浜石棺（福岡県田川郡香原町香原）

　弥生終末～古：墳時代前期と推定される箱式石棺から出土

した女性成年人骨のδ’3C値は，一23．3％・（食物推定値一27．8

％・）で最も低い値：を示し，植物性食糧の摂取が多かったこ

とを示唆した。

草場第二遺跡（大分県日田市清願寺）

　古墳時代前期に属する草場第2遺跡出土人骨では，5個

体においてδ’3C値のみが測定された．8－2人骨は方形周溝

墓の箱式石棺から出土した成年女性と査定され，そのδ13C

値：は一20．0％・（食物推定値：一24．5％・）であった．同じ方形周

忌墓から出土した8－3人骨は熟年男性で，δ13C値は同じ

一2G．0％・（食物推定値一24．5％・）と測定された。32－2人骨は

同遺跡の別の方形周面墓の箱式石棺から出土した人骨で，

32－1人骨（成年男性）の破片の一部とも推定されるもので，

そのδi3C値は一20．4％・（食物推定値一24．9％・）であった。

同じ方形周虚字から出土した32－3人骨は成年女性と考えら

れた人骨で，δ13C値は一22．1％・（一26．6％・）であった。35

号箱式石棺から出土した35人骨は成年男性で，そのδ’3C

値は一22．7％・（一27．2％・）と最も低い値であったe

寺島5号石棺（熊本県宇土郡三角町）

　寺島5号石棺から出土したA－1人骨（女性老年），A－2

人骨（男性熟～老年），A－4人骨（小児）の3体の人骨の

δ’3C値は，それぞれ一21．0％・（食物推定値一25．5％・），一18．8

（一23．3％・），一19．3％・（一23．8％・）であった．δ15N値はその

うち寺島A－2人骨が測定され，14．5％・でやや水産系蛋白

の摂取を示唆する値であった．

谷繭古墳（佐賀県東松浦郡浜玉町谷口）

　前方後円墳の前方部石棺から出土した男性成年の人骨の

δ13C値は，一20．4％・（食物推定値一24．9％・），δ15N値は13．8

％・で若干水産系蛋白の摂取を示唆した。

岩屋石棺（北九州市若松市有毛）

　古墳時代前期と推定される箱式石棺から出土した男性成

年人骨のδ13C値は，一18．4％・（食物推定値一22，9％・）でか

なり高い値を示した。

〈古墳時代申期〉

宇土3号墳（大分県日田郡天瀬町桜鱒）

　宇土3号墳1号石室出土の宇土1－1人骨（男性・成年），

宇土1－2人骨（女性・成～熟年）のδ13C値はそれぞれ一22．1
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％。（一26．6％・），一21．5％・←25．9％・）で，δisN値はそれぞ

れ11．2％・，11．6％・であった。2号石室出土の宇土2－2人骨

（女性・成年），宇土2－3人骨（女性・熟年）のδ13C値は

それぞれ一2i．3％・（一25．8％・），一23．3％・←27．8％・）で，δ’5N

値は2－2人骨が12．2％・であった．ともに陸上植物性蛋白の

摂取がかなり多いと推定された．

老司古墳（福岡市南区老司）

　前方後円墳2号石室出土の老司2－1人骨は男性成～熟年

と査定され，δ13C値が一20．1％・（24．6％・），δ’5N値が12．5

％・であった。4号石室出±の老司を2人骨は男性成年と査定

され，δ13C値が一19．6％・（24．1％・），δ15N値が12．7％・であ

ったe

　ともにやや水産系蛋白の摂取があると考えられる値であ

った。

寺山石棺（大分県玖珠郡玖珠町塚脇）

　寺山1号石棺から出土の寺山1－2人骨は男性熟年で，

δ13C値が一20．6％・（25．1％・），δ’5N値が9．O％・であった。

寺山2号石棺から出土した寺山2人骨は男性成～熟年と査

定された人骨で，δ’3C値が一21．3％・（25．8％・），δユSN値：が

鎗．0％・であった。ともに陸上植物性蛋白の摂取が多いと考

えられる値であった。

下痢古墳（大分県臼杵市諏訪）

　下山2号人骨は前方後円墳から出土した女性老年の人骨

で，δ13C値は一17．9％・（一22．4％・）と比較的高い値を示した．

城2号墳（熊本県宇土市上網田町）

　円墳の城2号墳竪穴系横口式石室から出土した城A人

骨は成年男性で，δ13C値は一18．2％・（一22．7％・）とやや高

い値を示した。

〈古墳時代後期〉

上ノ原横穴群（大分県下毛郡三光村佐知）

　古墳時代中期から後期に形成された上ノ原横穴墓では，

IC体の人骨のδ13C値が測定された。それらのδ13C値は

一16．9～一18．5％・の範囲に集中し，全数の平均は一18．8％・，

標準偏差は±0．6％・であった。δ15N測定は，上ノ原No．　5人

骨（男性成人），上ノ原Ne．52人骨（男性成年），上ノ原No．50

人骨（男性熟年）の3体が分析され，それぞれ16．0，13．6，11．7

％・であった．δ13C値の標準偏差が小さかったのに対し，

δ15N値では大きな個体差を示した．δisN測定が行なわれ

たこられの人骨はともに5世紀後半に属し，時代変化によ

る差とは考えられない．上ノ原の人骨はいずれも横穴墓に

埋葬されていたが，上ノ原人骨No．　5は横穴墓A型で副葬品

として鉄族に刀が出土したが，上ノ原人eSNo．52は横穴墓C

型で副葬品として鉄族のみで，上ノ原人骨No．50はおなじく

横穴墓C型で副葬品は検出されなかった。従って同時代

に属するこれらの人骨のδ15N値の差は，横穴墓のタイプ

と副葬品から推定される社会的な違いに関連していると考

えられ，δ15N値がより高い動物性蛋白質の摂取量が比較

的多かった上ノ原人骨Ne．　5がより丁寧：な埋葬形態を示した

ことは，興味深い。

　上ノ原横穴墓遺跡の分析人骨の大半は男性個体で，女性

は1体のみであった。そのδ13C値：は一18．2％・で，男性個体

のδ13C値の範囲に入り，δユ3C値では性差が認められなか

ったが，この女性と合葬と推定された小児1体のδ13C値

は一16．9％・で，この遺跡の最大値であった。一般に授乳期

の乳児あるいはその直後の小児は，母親が合成した蛋白質

である乳を摂取し，その結果母親より÷1％・高くなるとい

われている。この合葬例では，女性が一182％・，小児が一16．8

％・であったから，その差は＋1．4％・となり，ほぼこの仮説を

支持する結果となった．

竹並遺跡（福岡県行橋市）

　竹並遺跡のG－10横穴出土の竹並G級研3人骨（女性熟

年），G畷8横穴出土の竹並G　一48－1人骨（男性熟年），　G－70

横穴出土の竹並G　一70－2面骨（性別不詳，成人）の3個体

が分析され，δユ3C値はそれぞれ一19．9，一21．3，一20．7％・で，

δユSN値はそれぞれ13．1，1L6，10．2％・であった．

十一横穴（大分県心宿市上平田）

　十一横穴1号墳からは男性成年の1－K人骨，女性成年の1

一：L人骨のほか，1－G，Hの2体の女性成人と，計4体の人

骨が検出されている．それらのδ’3C値はそれぞれ，一18．4，

一18．2，一20．1，一19，9％・で，δ13C平均値は一19．1％・であっ

た。δ15N値は，十一横穴人骨Nq1－H（Lab．Ne．1840），十一

横穴人骨Ne．1－K（Lab．No．1841），十　一一横穴人骨恥レL（Lab．

No．1842）の3個体が測定され，それぞれ9．1，8．7，8．7％・

であった．次章で考察するように，このようなδ’3C・δ’5N

値：ともに低い値はばやや特異なものであり，今後C4植：物

の摂取の可能性からも検：討しなければならない。

寸恩寺毎号墳（大分県日田市日高町）

　法恩寺4号墳では少なくとも男女2体の人骨が確認され

ているので，分析試料の性・年齢は不詳であるが，δ’3C

値は一20．8％・（一25．3％・）であった。

オゴモリ遺跡（大分県玖珠郡玖珠町大隈）

　オゴモリ遺跡の方形周溝墓2号石棺から出土したC2－B

人骨は性別年齢が不詳であるが，δ13C値は一21．1％。（一25．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　113
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％。）であった．

5．縄文・弥生時代出土人骨のδ33C・δ15潤値測定

　　結果

　δ13回目δisN値の測定がおこなわれた人骨は今のところ，

縄文時代晩期に属する山鹿貝塚の2個体，弥生時代前～中

期に属する土井ヶ浜遺跡の3個体，同じく弥生蒋代前～中

期に属する金隈遺跡の4個体のみである（図3）。δ’3C値

が測定された人骨は分析数が多く，山鹿貝塚の13個体，土

井ヶ浜遺跡34個体，金隈遺跡13個体の測定結果が得られて

いるので（小池・Ch量sholm・岩崎，1992），δ’3C値を参

照しながら，δ13C・δ15N分布について報告したい。

　縄文時代晩期の山鹿貝塚出土人骨13個体のδ13C値の平

均値は一i4．9％・（食物推定値一19．4％・）で，同じ縄文蒔代晩

期に属する御領貝塚の7個体のδ’3C値の平均値は一22．7％・

と大きく異なった値を示した．次に山鹿員塚のδ’3C平均

値である一15％・前後の値をもつ2個体から得られたδ’5N値

はともに＋廻％・前後で，山鹿貝塚の人骨が水産系食物に多

く依存していたことを示唆した．この値は本州縄文時代人

の中で最も水産系食物の摂取が多いとおもわれる称名寺貝

塚，あるいは北海道近世アイヌの申で最も水産系食物の摂

取が多いグループにほぼ匹敵する値であった（Koike，　H．

＆　B．Ch豊s難。嚢m，　1991）．

　水稲農耕が導入された以降の時代では，弥生疇代前～中

期に属する土井ヶ浜遺跡，および金隈遺跡のδ’3C平均値

が，それぞれ一18．3％・（食物推定値一22．8％・），一19．2％・←23．7

％・）で，互いに類似した値を示した．これらの遺跡の最も

低い値と高い値のδ13C値をもつ人骨についてδ15N値を測

定したところ，一般的に陸上生態系と水産生態系の両者を

混食していたと推定される縄文時代人骨のδ13C・δ’5N分

布にみられる回帰直線よりは傾きの少ない傾向が認められ

た．これはδ’3C値が低い個体でもδ15N値が相対的に高い
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図3　九州縄文・弥生人骨のδ13C・δ15N分布

Fig．3　6”3C　＆　6isN　distribution　for　the　Jomon　and

　　　Yayei　human　skeletons　from　Kyushu　area．

傾向をもつためと考えられ，この原因には，（1洞じC3陸

上生態系を食糧資源とした場合でも，植物質：動物質の割

合が変化した，つまりこの九州弥生時代人の場合には，陸

上動物の割合が相対的に増加したか，あるいは（2）おなじC

3陸上生態系の植物質でもドングリなど堅果類と水田のイ

ネではδ’5N値が異なり，一般に湿地性植物のδisN値は高

い傾向をもつため，の2つの可能性が考えられる．今後，

遺跡出土の植物遺体等を分析しながらそれぞれの食糧源の

値を設定してより厳密にδ13C・δisN分布について考察し

ていくことが必要である．

6。古墳時代人骨のδ13C・δ蒙嘲値における時代差・

　　地域差

　上述の九州縄文・弥生時代人骨のδ13C・δ’5N値を参照

しながら，九州古墳時代人骨のδi3C・δ’5N値について時

代差・地域差等を考察したい．古：墳時代15遺跡の安定同位

体分析の中でδ13C・δ’5N値が測定されたのは，寺島（1

個体）・谷口（1個体）・宇土（3個体）・老司（2個体）・

寺山（2個体）・上ノ原（3個体）・竹並（3個体）・十

一横穴（3個体）の8遺跡計18個体である．これらの測定

値をもとにδユ3C・δ’5N値の示す食性の背景にある要因に

ついて，海岸部遺跡と内陸部遺跡の立地別に分けてプロッ

トした図（図4－1），古墳時代の前期・中期・後期の時代別

の図（図4－2），および前方後円：墳，方形周煮繭や小円墳，

横穴墓の埋葬形個別に社会関係の差を考察した図（図4－3）

の3つの図を作成し考察した。

　まず図4－1では，これらの8遺跡を海岸部に位置する寺

島・谷口・老司・上ノ原・竹並遺跡，内陸部に位置する宇

土・寺山・十一横穴遺跡に分けてプmットし，δ13C・δ’5N

値の地域性を考察した．図3－1に示されたように，両者は

ほぼ2分され，海岸部遺跡の人骨の測定値はδ’3C・δ’5N

値ともに高い水産学蛋白の摂取量が多いと推定される位置

に分布した。

　なおこれら海岸部遺跡の古墳時代人の示すδ13C・δ’5N

値の回帰直線は，関東縄文蒔代人の示す回帰直線に比べ（小

池，1992），ほぼδ’5N値が÷5％・ほど上位に位置しており，

前章の九州弥生時代人のδユ3C・δ’5N値で考察したように

水稲によるδisN値のシフトの可能性を考慮に入れて今後

検討する必要がある．

　図4－2では，古墳時代を前期・中期・後期に大別してプ

ロットし，δ’3C・δ’5N値の示す食性と時代性の相関を考

察した。古墳時代前期に属する寺島・谷口遺跡の人骨はわ

ずかに2個体であったが，それらはともにδ’5N値が高く，

やや水産系食物の摂取量が多かったと推定される位置にプ

mットされていた。このことはこれらの2遺跡がともに海
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図4　九州古：墳時代人骨のδ”3C・δ15N分布

Fig．4　6’3C　＆　5”5N　distribution　for　the　KohuR

　　　skeletons　from　Kyushu　area．

岸部に位置していることも関係していると思われる．

　古墳時代中期の宇土・老司・寺山遺跡の人骨は，植物性

蛋白の摂取が多いと推定されるδ13C・δ15N分布からやや

水産系食物の摂取量が多かったと推定される位置まで，や

やばらついていた．このうち宇土・寺山遺跡は内陸部に，

老司遺跡は海岸部に位置し，同じ中期に中でも植物性蛋白

の摂取が多い内陸部遺跡とやや水産系食物の多い海岸心隔：

跡に分別される傾向を示唆した．

　古墳時代後期に属する上ノ原・竹並・十一横穴遺跡の人

骨は，中期と同様にδ13C・δ’5N分布がばらついていたが，

十一横穴遺跡の人骨ではδ13Cがやや高いわりにはδ’5N値

が高くならず，特異な位置にプロットされた．このうち上

ノ原・竹並遺跡が海岸部に，十一横穴遺跡は内陸部に立地

しているが，その相関性はあまり明瞭ではなかった。この

十一一横穴遺跡の人骨の特異なδ13C・δ’5N分布は，ヒエ・

キビ・アワなどC4植物を混食していた可能性を検討しな

ければならないことを示唆した．このようながδ13C・δ’5N

値がC4植物によるものかどうか，人骨の分析数を増やし

ながら検討していきたい．

　図4－3では，δ’3C・δ’5N値と社会的関係を考察するた

め，前方後円墳の谷口・老司遺跡，方形周回心あるいは小

円墳の石棺などの宇土・寺島・寺山遺跡と，横穴墓の上ノ

原・竹並・十一横穴遺跡に大別してプロットした．社会的

関係が上位と推測される前方後円：墳の谷口・老司遺跡の人

骨のδユ3C・δ15N値は全体の分布のほぼ中央に位置した。

これらの遺跡はともに海岸部に位置し，その傾向と呼応し

た。社会的関係が中位と推測される宇土・寺島・寺山遺跡

の人骨の中で，内陸部の宇土・寺由遺跡ではより植：物性蛋

白に偏る位置に，海岸部の寺島遺跡では水産系食物の多い

位置に分布し，立地条件と食性が強い相関性を示す傾向が

みられた．

　一一一A方社会的関係ではより下位と推測されるする上ノ原・

竹並・十一横穴遺跡の人骨のδ13C・δ’SN値は，分布が大

きくばらつき，海岸部の竹並遺跡ではより植物性蛋白に偏

る位置に，同じく海岸部の上ノ原遺跡では水産系蛋白の摂

取量が多いと推定される位置からδ’5N値の低いC4植物

を示唆する位置までばらつき，また内陸部の十一横穴遺跡

ではδ13C・δ’5N値ともに低いC4植物を示唆する位置に

分布するなど，立地と食性が必ずしも一致しない結果であ

った。

　このような社会的地位と食性との関連性を調べた例とし

て，江戸時代の上野寛永寺護国院墓地の人骨では，埋葬形

式による差はあまり認められず，むしろ江戸時代中期と後

期の時代差が大きいことが示唆された（小池・左古，1991）．

上述の九州古墳時代人のδ’3C・δ’5N値では古墳時代前期

～中期，あるいは中期中葉までは海岸部・内陸部といった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li5
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立地と食性がよい相関を示した。また社会的関係では前方

後円：墳の上位と方形周子下や小円墳の中位の人骨では食性

と立地とが予想されたような相関を示した。一方，古墳鋳

代中期後葉から後期の人骨，あるいは社会的関係の下位に

属する横穴墓出土人骨では，水産食糧の摂取の割合のみな

らず，陸上植物の質の問題など，かれらの食性はより複雑

に関係していたと考えられる．

　図5では，これらの分析人骨のうち身長が推定されてい

る人骨6個体について，身長推定値とδ13C・δ15N値を比

較した。推定身長141．9cmの人骨は上ノ原遺跡出土の女性

人骨で，その他はすべて男性人骨である．男性人骨の推定

身長とδ13C値は分析数が少ないが，強い相関性がみられ，

身長が比較的高い人骨が低いδ’3C値をとる傾向を示した

ことは輿味深いth男性人骨の推定身長とδis　N値は，上ノ

原遺跡出土の相対的に低いδユ5N値を示した個体を除き，

δ’3C値と同様の相関性がみられ，全体的には水産系蛋白

を比較的多く摂取したとみられる人骨が比較的高身長とな

ると考えられる。この推定身長値とδユ3C・δ15N値の関係

についても，今後分析数を増やしてさらに検討していきたい．
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図5　九州縄文時代人骨の推定身長とδ13C・δ’5N測定値

Hg．6　Estimated　stature　and　6”3C　＆　6　isN　values　for

　　　the　Kohun　human　skeletons　from　Kyushu　area．
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